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問　農産物の販売促進に向けた販売戦略
に対し、行政サイドの積極的な介入が必要
と考えるがどうか。 

問　６月１日現在、全国で平和都市宣言をし
ている自治体は77.8％にもなりました。
住民の安全を守るのは自治体の責務です。
宣言をすることについてのお考えは。 

答　特産品の販売戦略については、各振興
協議会や袋井市農業振興会の取り組みに
対し支援していきたい。また、産学官連携
による袋井市産業イノベーション事業も積
極的に活用できたらと考えている。

問　近年のアグリニクスの動向を行政と
してどうとらえているのか。 

答　アグリビジネスは、企業的な経営感覚
を必要とし、効率的な農業経営や規模の拡
大において生産以外の総合的かつ先進的
な経営がより重要になると認識している。

答　非核平和宣言は必要だと思うが、市が
主導するより、市民の意識の醸成した時期
や機会をとらえて行うほうがいいと考え
ている。

子育て世代の負担軽減、親世代の
高齢化に伴う生活不安の解消を

農産物の販路拡大に向けた
取り組みをすべきでは

市民の声から

問　親元近居支援制度の創設を提案する
がどうか。 

答　親元近くへの居住支援は安心して生
活できる環境整備につながる。今後、国が
全国展開しようとしている高齢者の住みか
え支援制度にあわせ研究し、実行できるも
のは実行していきたいと考えている。

答　指導に当たる方々の労苦に報いるだ
けの条件整備も十分に考慮する必要がある。
こうした課題の解決方法を探りつつも、今
後も各学校の必要度を的確に把握した上で、
すぐれた指導者の人材発掘に努めていき
たいと考えている。

答　すべての農家を対象に、木質ペレット
やヒートポンプ等の代替エネルギーに転換
する際の施設整備費に対し、10分の１（上
限80万円）を補助するため、9月議会の補
正予算として1,200万円（15件分）計上し
た。ことしの冬期作付けに間に合うよう議
会の承認を得て、10月１日から対応したい。
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久野城址の公園整備について
どのように進めるのか

原油値上がりに対応して農業分野への
支援についてどう考えるのか

平和都市宣言をしませんか　

問　市内の水稲被害の状況と駆除対策は。 

答　19年度に農業共済組合へ出された市
内の被害届は、梅山地区で１件18アール
であった。このほか松原、大野など袋井南
部地域で生息が確認されている。ジャンボ

ジャンボタニシが繁殖しています

問　(仮称)市営墓地公園整備事業の今後の
スケジュールと課題、問題点は何か。 

問　計画を地元自治会、住民、保存会へ説
明するべきと思うがどうか。 

答　市営墓地の実現に向けては、地域の受
け入れが一番大きな問題となる。最終的な
整備の完了は、23年度を目途に最大限の
努力をしていきたいと考えている。

答　久野城址保存会や地元自治会に対し、
遊水池までを含めた整備計画の全体像を説
明する機会を早急に設けたい。

問　自主運行バスの三川地区幕ヶ谷地域
への乗り入れを要望するがどうか。 

問　先生方の負担軽減のため、中学校部
活動への専門的な指導者の派遣、外部コー
チの招聘（しょうへい）について、拡大・充
実を望むがどうか。 問　重油以外の暖房施設導入に対する財

政支援はどうか。 

答　国の支援策の動向を注視していきたい。
また、必要な支援策を国に要望していきたい。

地上デジタルテレビ放送への
移行について

問　低所得者などの世帯に対して、アンテ
ナ設置費用を補助するお考えは。 

タニシの食害対策は、冬季のロータリー耕
うん機による物理的破砕、田植え時の駆除、
農薬の投与等を推奨している。

答　客観的で詳細な交通地域の需要把握
と自主運行バスの現状認識等を目的として、
本年8月に「交通実態調査」アンケートを
行い、現在分析している。今後、このアンケー
ト結果等を参考に、自主運行バスのあり方
について抜本的に検討した上で結論を出
したいと考えている。

問　公園南側の遊水池整備は治水効果の
点で疑問があるがどうか。 

答　遊水池は、雨水流出を抑制する点で調
整池同様の働きと効果が期待される。城址
公園に隣接するため、人工的な調整池方式
よりも、自然な景観と動植物の育成環境が
維持できる遊水池方式のほうがよいと考
えている。

周南中学校吹奏楽部の活動の様子久野城祉

クラウンメロン支所の出荷の様子ジャンボタニシの駆除に使われる「ジャンボトラップ」
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